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授業のちょっと×2 ハンドブック Ver2.0 

神奈川県立厚木清南高等学校 定時制・通信制 

多様な学習を支援する高等学校の推進事業 

201804 

1. はじめに 

厚木清南高等学校は全日制・定時制・通信制の三課程があるフレキシブルスクールです。 

平成 27(2015)年より 3 年間、定時制と通信制が文部科学省より、「多様な学習を支援する

高等学校の推進事業」の調査研究事業を委託され、研究を推進してきました。授業でのユニバー

サルデザインの視点を「いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮」(授業のちょっと×

2)とし、授業者誰もが取り組むことができる柱としてきました。このハンドブックは Ver1.0

の具体例を分かりやすく示すとともに、「授業者みんなが取組める視点」に立ち、継続した取組

が教職員全体にさらに深く浸透することを願って作成したものです。 

2. 本校定時制・通信制の生徒の状況 

本校には学習上の困難さ、自己表現、物の管理が苦手等の課題をもつ生徒が多く在籍して

います。一人ひとりの生徒の教育的ニーズを踏まえながら、卒業後にできるだけ困らないよ

うに指導・支援を行っていくことが大切です。そのために、授業を中心とした学習活動にお

いてすべての生徒にとってわかりやすい授業実践(授業のちょっと×2)が求められています。 

3. いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮(授業編) 

① 見通しの提示 

＜授業サポートカードの利用＞⇒【視覚化・焦点化】 

 
� 授業の流れや活動の手順を目に見える

形で示す。 

→目標等の記入欄を設ける(プリントと

板書の整合) 
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＜タイマーの活用＞⇒【メリハリ】 

＜90 分の区切り：集中力が持続する学習活動＞ 

⇒ 30 分×3 15 分×6 5 分+20 分×4+5 分 等 

＜1 週間の区切り＞⇒ 週 1 回の年次全体での Com.T(SHR にあたるもの) 

② 具体的に はっきりと 繰り返して ゆっくりと 簡潔に 

＜発問・話し方の工夫＞ 

� 全体への指示はできるだけシンプルにする 

�  “聞く”、“書く”、“話す”の区別をつける 

� 大切なポイントは繰り返す 

＜板書の工夫＞ 

� 黒板の消し方の工夫、板書の量、書く位置、区切り線、行間 

� ノート・プリントに写す時間 

� 簡潔に整理された見やすい板書 

� 字の大きさ(手のひらサイズ) 

 

＜授業の見える化＞⇒【視覚化・焦点化・共有化】 

  

� 授業サポートカードの活用、書画カメラ、電子黒板、タブレット端末のカメラ機能 

主体的・対話的 

で深い学び 

書画カメラで解答を写し、発表 

各自で考える時間 

↓ 

話し合ったり、 

教え合う時間 

↓ 

発表する時間 

お互いの考え 

を共有 

主体的・対話的 

で深い学び 

グループ分けの工夫 

自由 トランプ 

あみだくじ じゃんけん 

主体的・対話的で 

深い学び 

タイマーを活用し、何を

する時間か区切る。 

各自で考える時間 

↓ 

話し合ったり、 

教え合う時間 

↓ 

発表する時間 
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� 図示する、演じる等理解を促す工夫。 

＜授業の具体化＞⇒【定着・反復・リンク】 

� NHK 高校講座等の視聴覚教材の利活用 

� 配付プリントに QR コードを掲載する。 

� スマホ・タブレットで調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ルビ 

漢字
か ん じ

が不自由
ふ じ ゆ う

な生徒
せ い と

への配慮
はいりょ

 

④ 肯定的な表現 

� 一人ひとりへの声掛け。生徒の努力や取組みをほめる場面を多く。 

� 「いいね！」、「よくできたね！」等。 

⑤ チョーク・スライドの文字の色 

� 黒板でなるべく赤を使わない。 

� 文字の色の使い分ける意味づけを。 

4. いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮(レポート・添削編) 

分かりやすさ、読みやすさ 

� 読みやすい字を心がける。 

� 書き誤りには修正液(ホワイト)を使う。 

� 励ましの言葉、指導・助言を入れて、生徒が取組みたくなる添削を心がける。 

� ペン跡が生徒の解答と重ならないようにする。 

 

サポートカード

と電子黒板の 

利活用の様子 

授業担当者より 

授業のねらいや

流れが明確に分

かるようになり

ました。 

授業以外での学ぶきっかけづくり 

QR コードを掲載 
「アクセスするにはパケット通信料が別途か

かります」を記載。 
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表現 

� ていねいでやわらかい表現→｢～しましょう｣｢～してください｣ 

� 一点はほめる。励ましの言葉を指導助言に入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 参考文献 

「授業のちょっと×2 ハンドブック Ver1.0」(平成 29 年 4 月) 
「授業のちょっと×2 ハンドブック Ver2.0 に向けて」(平成 29 年 7 月) 
「⾼等学校における「通級による指導」実践事例集」 (平成 29 年３月文科省) 
「授業のユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり」(平成 29 年３月⻘森県総合学校センター) 

校内ポータルサイト 2 トップページの をクリックすると、「授業のちょっと×2 ポータル」が開き、

授業のノウハウ等を閲覧することができます。 

 

指導担当者のシールを貼り、 

顔が分かるようにする。 

添削日時を入れて、 

ほめの一言を入れる。 

｢してください｣ 

｢しましょう｣ 

など丁寧な表現を使う。 

励ましの言葉を入れる。 説明の難しい問題には、 

NHK 高校講座の QR コードを添付 

・訂正箇所を明確に

する。 

・参加内容を 

明確に指示する。 

・生徒の気づきを 

大切にするアドバイ

スを用いる。 

マーカーを活用し、訂正す

べき問題を分かりやすく。 
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定時制・通信制 授業のノウハウ共有しよう！ 
授業のちょっと×授業のちょっと×授業のちょっと×授業のちょっと×2222研修会 協議内容 

 
日時 4/21(⾦)13:00〜14:00 
 

＜目的＞ 
昨年度、⽣徒に対して⾏った「⽣徒による授業評価」の結果から、授業に対して⾒通しが持てな

い⽣徒が多数いることが分かった。これらの視点を踏まえ、すべての⽣徒にとってわかりやすい授
業実践(授業のちょっと×2)に向けての、授業のノウハウを教科内、あるいは教科を超えて共有す
ることを目的とする。 

 
＜用意するもの＞ 
模造紙・付箋（色：⻩色・緑・⻘）・ボールペン  
第 2 年次研究報告書 授業のちょっと×2 ハンドブック 
 
＜研究協議の進め方＞ 

① 昨年度の授業評価の結果(第 2 年次研究報告書 p8〜p11)を踏まえて、協議テーマを決める。 
（ 例：⾒通しを持たせる授業の⼯夫 ） 
 
 
② 協議テーマについて 
  気づいたこと・・・⻩色の付箋 
  課    題・・・緑の付箋 
  ⼯    夫・・・⻘の付箋 

にそれぞれ記入し、模造紙に張り付ける。 
 
 

③ お互いの付箋紙を読みながら、同じ内容や関連がある内容ごとに付箋紙を集めていく。その際

どのグループにも属さない付箋紙はそのままにしておく。 

 

 

④ 集めた小グループごとにその内容をまとめた 見出しを付ける。 

 

⑤ 見出しの意味を考えながら、他のグループと のつながりや関連を考え、大グループをつくる。  

 

⑥ 各グループ間の関係を図にしてまとめる。  

 

⑦ まとめと発表を行う。 

 

 

 

\\t140svr\共有フォルダ 2\F1\999 多様な学習支援\2017\50_2017授業開発 G\99_0421_研
修\20170421_授業開発研修会.docx 
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四角形
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定時制・通信制 授業のノウハウ共有しよう！授業のちょっと×2 研修会 研究協議結果 
国語 
＜テーマ＞見通しの持てる授業の実践 
＜工夫＞ 
� 内容を精選し、シンプルにし、見通し

を持たせやすくする。 
� 内容を絞る。たくさんのことには触れ

ない。 
� 今日の内容・目標を一時間映しっぱな

しにする。 
� 「自分なりに一生懸命にやっている」

といった生徒の気持ちは大事にし、少

しずつでもこちらの例の要求に近づく

ように指導していく。 
＜課題＞ 
 見通しは大事？ 
� 見通しどおりに授業展開すべきか？ 
� 見通しがあることは本当に授業の理解や生徒の不安の解消につながっているのか？結局 90

分の授業を受ける。 
� 脱線はありか？計画通りの授業でおもしろいか？ 
分割にして明確に 
� 90 分間を 2 分割、3 分割等にして、「短い時間にテーマを一つ」といった形態にしたらどう

か。 
� 一回の授業の中であれもこれもやろうとすると、授業が散漫になってしまうし、生徒の集中

力が続かない。 
方法について 
� 見通しの掲示の仕方 
� 全員に見通しを持たせるためには？ 
� 見通し 書くだけでよいのか？説明もするべきか？ 
ICT ICT 機器を使った方がいい場合は？ 
＜気づいたこと＞ 
遅刻 
� 遅刻をしない指導 
� 途中入室の生徒は授業に対する見通しが持ててない。 
提示 
� 最初に何も提示しないと、生徒は不安をおぼえるかもしれない。 
� 授業担当者がこれまで通り、本時のテーマを初めに板書する。 
� 前回の授業との関連を初めに話す。(場合によっては板書) 
� 生徒が授業に慣れてくると見通しについての説明を聞かなくなってくる。 
板書 
� ある程度 時間が経過するまで極力消さない 
� 見通しを書いた板書を最後まで残しておくのが難しい 
授業者自身の準備 
� 授業者自身が見通しをもたないとどこまで進むかわからない 
� 話を聞く一方だと残り時間を長く感じてしまうかもしれない。 
� 通は一回完結なので、何をどのようにやるのか気になるだろう。 
内容 
� 内容多すぎると、生徒が消化不良を起こす。 



理科 
 

＜指示の出し方＞ 
� 次に進む前にきちんと区切りを作

ることが大切。 
� 一時間の要点、流れを示す。 
� 授業ごとに本日の予定(流れ)を板

書の左側などに出しておく。 
� 初めてのスクリーングで各回のス

クーリングにおけるテーマ・内容

を通知する。 
� 時間的な区切りを明確にして指示

を出す。 
 ＜視覚・構造化＞ 
� プリント等の配布資料を 1 時間分

の量にする。(先の内容とかを入れ

ない) 
� 授業の流れを示す時は、口頭では

なく画像などを使い示す。 
� 授業内容を表したコンセプトムー

ビーを作成して最初に見せる。 
� 毎回の授業の流れはほぼ同じで固

定している。 
� 板書にカードを用いて目標等を提

示する。 
＜見通しを示す必要？？＞ 
� 見通しと出席率 安心感の関係 
� 各科目を学習することで得られる

メリットを伝える。 
� 見通しで定着がどのくらい良くなるのかの検証が必要 
＜その他＞ 
� 生徒の反応その日の状態に合わせて内容を変えられない。 
� 最終的なゴール・目的が設定されていない。 
� 前期より後期の値が落ちている。→学習していくうちに迷走している？ 
� 各教科において(1)の項目が低いということ→学校全体として同じ方向を向いていない？ 
 

 
 

  

研修の様子 その 1 



保健体育 
 

＜テーマ＞生徒が積極的に取り組むためには 
＜コミュニケーション＞ 
� (通) 不登校の生徒が多いのでペアがつく

れない 
� コミュニケーションが取れない 
� コミュニケーションがとれない生徒の対処

法 
� コミュニケーション不足 
� 教員がホメる 
� 教員が一緒にやる方が生徒のノリが良い 
� コミュニケーションがとれていない（とれな

い）生徒が多い。自己中心的 
＜生徒の実態＞ 
� 編入生にやる気のない生徒が多い 
� 行動が遅い 
� スマホ大好き 
� 活動量に個人差がありすぎ 
� いるだけで参加しない 
� 何故、進学したのか本人が分かっていない 
� 整列させないと指導が通らない。整列指導を

しっかりと行う。 
� 整列ができない。 
� 運動能力が低く、体力もない生徒が多い(通) 
＜対応策＞ 
� グループ(少人数) 
� グループ分けは気を使うこと 
� ゲームなどで楽しい雰囲気を作って授業を展開する。 
� 短く、テンポよく。 
� スモールステップ 
� ルーティーン 
� 動かざる得ないルール作り 
� 教員の研修時間の不足 
� ICT 視覚から 
＜その他＞(重要) 
� 教員間連携 

 

   

研修の様子 その 2 



数学 
 
＜テーマ＞見通しを意識した授業展開 
＜学力差＞ 
� 生徒によって学力の差が激しい 
� 小学校の内容が定着していない生徒

も 
� 生徒の到達度に差が 
� 前提となる事項を習っていない 
� 公式をパワポで提示(確認しやすいよ

うに) 
� 生徒の力量(わかってない)部分がわ

からない 
� 何人かの生徒を先生にしてわかなら

い生徒はわかっている生徒のところ

へ行って説明してもらう。 
� 小中の復習を 
� 『復習プリント○×クイズ』⇒15 分

位かかえていっしょに考えて答えて

もらう 
� 授業を受けていなかったなど、小中の

内容が定着していない生徒が多い 
� レベルに合わせた課題を複数パター

ン用意する。 
� 木曜日に個別対応する。 
＜時間配分＞ 
� 90 分すわってられない 
� 集中できない 
� 90 分間寝かせないよう取り組ませる。 
� スマホ依存 
� 30 分×3 など時間配分を工夫する。 
� 前回のおさらいに時間がかかる 
� 用意した事の全部はやらない。1 つでも確実に理解させればよいとする。 
� 演習と解説の時間配分 
� 最後に小テストと振り返りをさせる 
� 『3 分間シンキングタイム！』と言って『相談していいから問題をやってみて』と言いなが

らタイマーを使う。 
＜やる気スイッチ＞ 
� 授業についていけなくてやる気をなくす 
� 複数の問題が組み合わされるとやる気をなくす 
� 生徒同士の教えあう時間を設ける。 
� 自分の目標を毎時間持たせる。 
� 4 人 1 組のグループを作って 4 人に別々の課題を与える。 
� 個々に対応しないと伝わらない。 
� 全体への説明では理解できない。 
� できる問題であれば、取り組むことができる生徒が多い。 
� 達成感を持たせる工夫 
� 「できる」「わかる」経験を与える。 
� 一話完結の授業プリントを作る。 



� 具体例を数学以外のもので代用 
� イラスト、写真、映像などを利用する。 
� 興味を持たせる 
� 「今 何をしているのか」がそもそもわかっていない 
� 生徒は「次 何やるの？」と聞いてくる。 
� 授業の流れをスライドで示す。 
＜ICT＞ 
� ICT の有効的な活用方法 
� 数学の各テーマで各自が作っている教材のデータを集めそれぞれが使えるようなフォルダを

作っておく 
� 耳で聞くより、目で見た方が理解できるタイプが多い。 

英語・芸術・家庭 

 
＜テーマ＞次にやることはわかるが全体的な見通しがもてない改善について 
＜生徒の課題＞ 
� 特に(1)授業の見通し 
� 前期よりも後期の方が評価が低い 
� こまかくアンケート 回数を増やす 
＜授業の実態＞ 
� 全体的 見通しがもてていない 
� 連続して出席しない 
� 生徒 進度が異なる 
� 次につながる⇒わかるよろこび 
� 全員 黙々と取り組む 
＜教材＞ 
� 完成品を見せる 
� プリントには手順あり 
� 教科書がわかりにくい(？) 
＜その他＞ 
授業の最後 内容をメモさせる⇒次回見直す 
考えさせる想像力をつかう授業内容 



 
社会 
＜テーマ＞見通しを持たせる工夫 
＜1 つの授業の中の工夫＞ 
� Todays Goal を説明する。(なぜできるようになるか) 
� 次に繋がる授業 
� 楽しいと感じてほしい 
� 生身の生徒を相手にすると見

通しは・・・ 
� 話の脱線 
� 一話完結(簡潔) 
� 通信は授業を完結しなければ

ならない 
� 板書に本時の予定をかく 
� 何をするかを全て提示する。

(パワポなどで) 
� 何をしているか明確にわかる

授業 
� プリントで授業を行う 
� プリントを持ってこない 
� レポートに合った授業 
� 進行の度合を考えると計画が

たてにくい 
� 広い範囲を 50 分でやる(全て

はできない) 
� スクーリングと授業の違い 
＜年間での見通し＞ 
� 完成図を示す！ 
� 年間の授業＝パズル 1 時間

＝1 ピース 
� 年間計画をしっかりたて生徒

に伝える。 

 
研修の様子 その 3 
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平成 29 年度  

文部科学省「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」研究発表協議会 

 

【目 的】 

平成 27 年度～平成 29 年度の３年間、横浜修悠館高等学校と厚木清南高等学校の２校が実施してき

た文部科学省の「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」の調査研究の最終年度に当たり、３年

間のまとめとして研究成果を発表する場を設け、県内の学校に発信し、協議を行うことで、各校の教

育活動の活性化を図る。 

【日 時】  平成 29年 11 月 15 日（水）14：00～17：00 

【場 所】  厚木清南高等学校 視聴覚室 

【対 象】  インクルーシブパイロット校（茅ケ崎・足柄・厚木西） 

クリエイティブスクール 

（大井・大和東・田奈・釜利谷・横須賀明光＋大楠） 

確かな学力育成推進校（菅・永谷・寒川・平塚湘風・津久井） 

通級指導導入予定校（保土ケ谷・生田東・綾瀬西）の教職員      

       希望する全日制・定時制・通信制の教職員 

【参加人数】 発表者を含め 75 名 

 

研究発表①「校内支援体制の構成と外部連携 ～知る、深める、支える～」 

厚木清南高等学校 定時制 小林 直志 教諭 

厚木清南高等学校 通信制 峯浦 健治 教諭 

生徒の実態把握について 

○アンケートの種類 

・生徒向け 

「一人ひとりに応じた支援を行うためのアンケート」 

「多文化教育カード」 

「生徒による授業評価」(従来の項目に支援教育、ICT 利活用の視点を追加) 

「より良い学校生活を送るためのアンケート」 

・教員向け 

「教職員向けアンケート」(定・通) 

「気になる生徒のアンケート」(定) 

  ○アンケートから見えてきたこと 

  ・定時制の生徒の傾向…自分の気持ちを伝えることが苦手、ものをすぐになくしてしまう、自分の持

ち物の整理整頓が苦手などの傾向が見られる。 

  ・通信制の生徒の傾向…定時制生徒と同様の傾向が見られるが、ひとりでいることが多く友達と一

緒に過ごすことが苦手という傾向が定時制よりも多く見られる。 



 ○アンケートの成果 

  ・入学時点で生徒の実態把握ができるため、４月当初に支援を必要としている生徒の情報を共有す

ることができた。特に外国につながりのある生徒の情報共有は三者面談時の通訳にも役立った。 

  ・アンケートを継続的に行うことによって、教職員のコメントが増える等の変化が起きた。教職員に

対して生徒の実態把握を促すことができた。 

  ・顔写真を見ながら、生徒情報を全教職員で共有している。そのことによって、教職員の共通理解が

促進できた。 

校内体制の構築による支援について 

  ○授業のユニバーサルデザイン化 

・本校のユニバーサルデザイン＝いつもの授業に「ちょっとした工夫とちょっとした配慮」。 

＜具体例＞・授業サポートカードによる見通しの持てる授業の展開。 

     ・電子黒板、遮光カーテンの配備による ICT 機器の活用の推進。 

     ・NHK 高校講座などの映像教材を見ながら、埋めていくことができるプリントの作成。 

      （生徒の自主学習用教材、QRコードを活用しリンクに飛べるようにする） 

     ・ユニバーサルデザインの工夫などをまとめた「ちょっとちょっとハンドブック」の作

成。 

     ・90 分の授業を 30分×３の展開と考えたメリハリのある授業展開等の工夫を加えた。 

○学校設定科目 

・定時制 「たのしい数学」（iPad を使った学び直し）、「キャリアデザイン」（生徒一人ひとりの特

性を生かしたキャリア形成や就労に向けての取組） 

・通信制 「レポート完成講座」 

・外国につながりのある生徒の「個別支援授業」担当者の情報交換会や夏季休業中の日本語の補講 

  ○個別支援体制 

  ・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる保護者向け講演会の実施。 

（困った子から困っている子への視点の変換を意識） 

  ・専門医による相談会を実施し、実際に医療につながった生徒もいた。 

  ○就労支援 

  ・若者サポートステーションと連携し、月に１回の相談室を設定。 

  ・通信制の生徒が気楽に話し、相談できる場として「カフェブランシェ」を開催。 

  ・かなテクカレッジ（西部職業技術校）との連携事業。 

 

 

  



研究発表②「多様な学習を支援する高等学校の推進事業 

～外部機関とのネットワークづくりや重層的支援の充実を通して～」 

横浜修悠館高等学校 小俣 弘子 教諭 

○レポートのユニバーサルデザイン化について 

○修悠館スタンダードの構成について 

○特別支援学校との連携について 

○キャリア活動を支援する活動ＫＪＣについて 

 

 

 

研究発表③「横浜修悠館の外国につながりのある生徒にかかわる取組」 

横浜修悠館高等学校 井上 恭宏 教諭 

○グループへの位置付け、在籍把握、通訳派遣事業や多文化教育コーディネーター・サポーター制度を

活用しながらの架け橋教室について 

○多文化コーディネーター・サポーター制度、ME-ネット及び教育委員会との共同事業。 

○キャリア活動のＪという学校設定科目について 

○外国につながりのある生徒への支援の担当者が担任するクラスに、入学時に課題のより重いと見ら

れる生徒を集中させるクラス編成により、課題の拡散・後追い対応を防ぐ工夫について 

 

 

 

 

研究発表④「『高等学校における通級による指導』制度化の向けた通信制高校での実践」 

～自立と社会参加を目指す学校設定科目「キャリア活動Ⅰ・Ⅱ」～ 

横浜修悠館高等学校 山田 佳典 教諭 

○キャリア活動のＫという学校設定科目。（いろいろな仕事、働く社会人としての基礎力、コミュニケ

ーション、自己理解などをテーマとしたキャリア活動Ⅰ、Ⅱ）について 

・実習を企業、福祉施設、特別支援学校等と連携して行った。実施前後にソーシャルスキルトレーニ

ングを含む事前・事後学習を行い、校外で職業体験に向けて準備をしている。特別支援学校の作業

室を利用したり、特別養護老人ホームや企業の特例子会社に行き、実践を重ねている。 

 

 

  



研究協議 

 ○生徒情報の収集について 

  ・収集した生徒情報の扱いについて外部機関への情報提供に係る具体的な諸問題とは何か。 

   →個人情報保護条例に抵触しないよう線引きをしなければならない。（横浜修悠館） 

 ○授業のユニバーサルデザイン化について 

  ・90 分授業のメリットやデメリットと、30 分×3 のように分けてあると話があったがどのように取

り組まれているのか。 

   →「たのしい数学」を例に挙げると、初めは 100 マス計算を行い、次の 30 分で学び直しを行って、

最後の 30分で NHK 高校講座を観ながら行ったりしている。メリット・デメリットと明確にする

のは難しいが、切り替えをして区切りを持たせることでメリハリがついていく。（厚木清南） 

 ○生徒へのアプローチについて 

  ・用意した支援を生徒にガイダンスするのは非常に大変で、生徒が自分に必要なものを選び取るこ

とは困難だと思う。いい方法があれば教えていただけたらありがたい。 

   →修悠館の場合は、生徒が自分で選んで取り組むという形ではなく、先生が一緒に手を引っ張っ

てあげて紹介する。生徒にすべて見せて選ばせるという形ではない。（横浜修悠館） 

   →紹介ではなく連れて行かないと難しい。昨年度、定時制において特別指導を受けた生徒を専門

医につなげうまくつながったケースが少なからずあった。（厚木清南） 

○情報提供について 

  ・修悠館スタンダードや「ちょっとちょっとハンドブック」のように、すぐに応用できて、授業改善

のベースになる基礎資料を HPから閲覧できるようにして欲しい。また、アンケートの資料なども

HP に載せて欲しい。 

  ・今回の発表資料（スライド）を閲覧可能にし、研究成果を各校に広めていって欲しい。 
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